
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源からの光束を所定の色光に分離する色光分離光学系と、該色光分離光学系で分離さ
れた色光を画像情報に応じて変調する電気光学装置と、該電気光学装置で変調された色光
を合成する色光合成光学系と、該色光合成光学系で合成された合成光を投写する投写レン
ズとが、上下に分離可能な外装ケースに収納されてなる投写型表示装置であって、
　開口が形成された箱状体のライトガイドを備え、
　該ライトガイドに少なくとも前記色光分離光学系を収納し、
　前記開口が前記外装ケースのうち一方の外装ケースと対向するように、該ライトガイド
を前記一方の外装ケースに固定し、
　前記色光分離光学系を構成する光学部品と前記一方の外装ケースとの間には、弾性クッ
ション材が挿入されていることを特徴とする投写型表示装置。
【請求項２】
　前記色光分離光学系を収納するライトガイドと外装ケースとの間に断熱部材を配置した
ことを特徴とする請求項１記載の投写型表示装置。
【請求項３】
　前記断熱部材がシート状であることを特徴とする請求項２記載の投写型表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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本発明は投写型表示装置に係り、特にその構造に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、光源から出射される光束を画像情報に応じて光学像を形成する電気光学装置と
、この電気光学装置で形成された画像を拡大投写する投写レンズとを備えた投写型表示装
置が知られており、会議、学会、展示会等でのマルチメディアプレゼンテーションに広く
利用されている。
【０００３】
具体的には、このような投写型表示装置では、光源と電気光学装置との間に色光分離光学
系が配置されている。この色光分離光学系は、外光を遮断した光学部品用筐体（ライトガ
イド）内に収容され、光源からの光束を３色（赤、緑、青）の色光に分離させた後、各色
光を電気光学装置に出射するように構成されている。そして、電気光学装置で形成された
各色光による３色の画像は、色光合成光学系（プリズム）に出射されてカラー画像として
合成された後、金属製の支持部材（ヘッド体）に支持された投写レンズを介して拡大投射
される。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
このような投写型表示装置は、プレゼンテーション用の会議室等に設置された状態で維持
されることもあるが、必要に応じて持ち込まれたり、終了時に他の場所に移して保管する
場合もある。従って、持ち運びを容易にするために携帯性を向上させる必要があり、装置
の小型化および軽量化が要望されている。
【０００５】
しかし、従来の投写型表示装置では、光源部、色光合成光学系、電源ユニット等からかな
りの発熱があっても各種光学部品の光軸にずれが生じないように、ライトガイドを上ケー
ス側と下ケース側とにそれぞれ配置し、これら２つのライトガイドにより光学部品を収納
固定している。しかし、このような構造が投写型表示装置の小型化、軽量化を図る上で障
害となっている。
【０００６】
また、高速で微弱なビデオ信号を処理する回路類と、強力なノイズを発生する光源ランプ
が狭い場所に併存するため、ＥＭＩ（ Electro　 Magnetic　 Interference）対策が難しい
という問題点もある。
【０００７】
本発明は、このような問題に着目し、投写型表示装置の更なる小型化、軽量化を図るとと
もに、同時にＥＭＩ対策にも充分配慮した投写型表示装置を提供することを目的する。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明の投写型表示装置は、光源からの光束を所定の色光に分離する色光分離光学系と
、該色光分離光学系で分離された色光を画像情報に応じて変調する電気光学装置と、該電
気光学装置で変調された色光を合成する色光合成光学系と、該色光合成光学系で合成され
た合成光を投写する投写レンズとが、上下に分離可能な外装ケースに収納されてなる投写
型表示装置であって、開口が形成された箱状体のライトガイドを備え、該ライトガイドに
少なくとも前記色光分離光学系を収納し、前記開口が前記外装ケースのうち一方の外装ケ
ースと対向するように、該ライトガイドを前記一方の外装ケースに固定し、前記色光分離
光学系を構成する光学部品と前記一方の外装ケースとの間には、弾性クッション材が挿入
されていることを特徴とする。
【０００９】
これにより、光学系を１つのライトガイドを用いて構成でき、投写型表示装置の薄型化、
軽量化を図ることができる。また、外装ケースのみを介して光学系に空気が流出入する部
分ができるため、装置の放熱性が向上する。更に、ライトガイドと外装ケースの固定によ
り、これらが相補的に補強しあうため、経時的な光軸の位置ずれや光学系を構成する部品
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の変形等も抑制できる。この観点から、ライトガイドは一面が開口した一体形成の箱状体
とするのが好ましい。
【００１０】
　また、色光分離光学系を収納するライトガイドと外装ケースとの間にシート状等の断熱
部材を配置すると、光学系から外装ケースへの伝熱を抑制することができる。
【００１１】
また、ライトガイドに色光合成光学系を構成するプリズムを取り付けたことを特徴とする
。これにより、従来使用していた専用のプリズム取付部材を不要にすることができる。
また、ライトガイドの天面外側の投写レンズ配置側に凹部を形成し、該凹部に電気光学装
置および色光合成光学系を構成するプリズムを配置することを特徴とする。これにより、
電気光学装置を冷却するための空気流路が形成でき、冷却効果を上げることができる。な
お、ライトガイドのプリズム取付部近傍には、通気口を設けて、電気光学装置に対する冷
却が確実に行われるようにするのが好ましい。
【００１２】
また、光学系を構成するミラーおよびレンズを弾性部材でライトガイドに固定することを
特徴とする。これにより、これらの光学部品を傷つけることなく固定でき、ライトガイド
を外装ケースに固定する際等に、これらの部品の脱落を防止できる。
また、電気光学装置とこの電気光学装置を制御するドライバーボードとを電気的に接続す
るケーブルが、ドライバーボードが配置された側に近い電気光学装置の一辺から引き出さ
れたことを特徴とする。これにより、ケーブルの配線を簡素化することが可能になる。
【００１３】
また、電気光学装置を制御するドライバーボードを、ライトガイドの天面外側に配置した
ことを特徴とする。こうすることで、光源で発生するノイズや光学系からの放熱熱をライ
トガイドで遮断し、ドライバーボードへの影響を少なくすることが可能となる。ただし、
このようなノイズや放熱熱に対する対策が別途とられているような場合には、そのドライ
バーボードを、ライトガイドと一体になって色光分離光学系を収納する外装ケース側に配
置してもよい。
なお、電気光学装置を冷却するファンを、ドライバーボードに切り欠き部を形成してそこ
に収容するようにすると、部品の集積率を上げることができる。
【００１４】
また、ライトガイドと一体になって色光分離光学系を収納する外装ケースには、この光学
系を構成する光学部品の位置決めおよび支持機能を備えるのが好ましい。これにより、各
光学部品を確実に位置決めしてそれらを安定保持することが可能となるからである。
また、色光分離光学系を収納するライトガイドと外装ケースとをねじ固定することにより
、それらを簡単にかつ堅固に固定することができる。
【００１５】
また、光源を保持するハウジングの一部を外装ケースの外面に位置させ、その一部を利用
してハウジングを外装ケース内外に挿脱可能にしたことを特徴とする。これにより、光源
の交換はハウジングごと取替え可能となり、光源の交換作業が容易になる。なお、このハ
ウジングを樹脂から構成すると、光源との間でのスパークを防止することができる。
また、ライトガイドの光源との対向部に絶縁被膜を施すようにすれば、光源に対する絶縁
性を一層高めることができる。これは、高輝度の光源を用いている場合に特に効果的であ
る。
【００１６】
なお、本発明におけるライトガイドや外装ケースは、樹脂又は金属で構成することが好ま
しい。樹脂の場合は軽量で加工や美的処理が容易であるという利点がある。一方、金属の
場合には、材料強度が高いので寸法精度が安定し、また肉厚を薄くして軽量化を図ること
もできる。
【００１７】
【発明の実施の形態】
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以下、本発明の一実施形態を図面に基づいて説明する。
【００１８】
（１）装置の外部構造
図１、図２には、本実施形態に係る投写型表示装置１の概略斜視図が示され、ここで、図
１は上面側から見た斜視図、図２は下面側から見た斜視図である。
【００１９】
投写型表示装置１の主要な構成部品は外装ケース２の内部に収納されている。これに対し
て、投写レンズ６はそのズーム機構により、必要に応じて外装ケース２から突出可能に設
けられている。
【００２０】
外装ケース２は、基本的には、装置上面を覆うアッパーケース３と、装置底面を構成する
ロアーケース４と、正面部分を覆うフロントケース５とから構成されている。ここでは、
アッパーケース３およびロアーケース４をマグネシウムダイキャスト製とし、フロントケ
ース５を樹脂製としている。
なお、これらの外装ケース２は全て金属又は樹脂としてもよい。金属の場合には、軽さや
放熱性の点からマグネシウムの他、アルミニウム又はそれらの合金が好ましい。
【００２１】
アッパーケース３の上面右側（正面から見て右側）には、樹脂製のフィルタ交換蓋２４１
で覆われた空気取入口２４０が設けられている。このフィルタ交換蓋２４１には、外部か
ら取り入れた空気を装置内部へ冷却空気として導入するためのスリット状の開口２４１Ａ
が形成され、当該フィルタ交換蓋２４１の内側には、エアフィルタ２４２（図７参照）が
設けられている。このフィルタ交換蓋２４１をアッパーケース３の上面側から着脱するこ
とで、内部のエアフィルタ２４２を交換することが可能である。
【００２２】
また、アッパーケース３の上面において、フィルタ交換蓋２４１の前方には、スピーカ（
図示せず）用の多数の連通孔２５１が穿設されている。連通孔２５１の側方には、投写型
表示装置１の画質等を調整するための操作パネル６０が設けられている。これらのフィル
タ交換蓋２４１、連通孔２５１、および操作パネル６０が設けられている部分は、図７に
示されるように、アッパーケース３の一部が上方に膨出した膨出部３Ａになっており、こ
の膨出部３Ａによって形成される内部空間に前述のエアフィルタ２４２や、スピーカ、操
作パネル６０用の回路基板６１等が収容されている。
【００２３】
図２において、ロアーケース４の底面には、外装ケース２の内部に収納される光源ランプ
ユニット８（図３、図１１参照）を構成するハウジングの基台底面が露出している。この
ハウジングとロアーケース４とを固定しているねじ２７を外してハウジングの基台を引く
と、光源ランプユニット８がロアーケース４の外側に引き出されるようになっている。ま
た、ロアーケース４の底面前方側の角部にはフット３１Ｒ，３１Ｌが設けられ、後方側の
中央にはフット３１Ｃが設けられている。なお、フット３１Ｒ，３１Ｌは、ダイヤル部分
を回転させたり、レバー３２Ｒ，３２Ｌを操作することで突出方向に進退する構成であり
、その進退量を調整することによって表示画面の高さや傾きを変更することが可能である
。
【００２４】
フロントケース５前面の向かって右側部分には、図示略のリモートコントローラからの光
信号を受信するための受光部７０が設けられている。フロントケース５の略中央には、装
置内部の空気を排出する排気口１６０が設けられている。
【００２５】
このような外装ケース２の空気取入口２４０寄りの側面４５および背面４１には、外部電
源との接続用のＡＣインレット５０や、外部に露出する各種の入出力端子群５１が配置さ
れている。
【００２６】
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（２）装置の内部構造
図３～図７には投写型表示装置１の内部構造が示されている。図３は装置１の上部構造を
示す概略斜視図、図４は装置１の光学系の構成および構造を示す概略斜視図、図５は図４
の光学系を反転してロアーケースと固定した状態を示す概略斜視図、図６は図４の光学系
における電気光学装置、クロスダイクロイックプリズム、吸気ファンおよびドライバーボ
ードの配置関係を示す概念図、図７は図１のＩ－Ｉ断面図である。
【００２７】
これらの図において、外装ケース２の内部には、光源ランプユニット８、電源としての電
源ユニット９、光学ユニット１０、後述する電気光学装置を駆動制御するドライバーボー
ド１１、主制御回路基板であるメインボード１２、映像音声回路基板であるＡＶボード１
３等が配置されている。そして、本実施形態では、光源ランプユニット８、光学ユニット
１０、および前述した投写レンズ６によりＵ字形状の光学系が構成され、一方、各ボード
１１，１２，１３により制御系が構成されている。
【００２８】
電源ユニット９は、光学系の投写レンズ６側の側部に配置された第１電源ブロック９Ａ、
平面Ｕ字型の光学系における中央の開口部１４内、すなわち投写レンズ６と光源ランプユ
ニット８との間に配置された第２電源ブロック９Ｂ、光学系の光源ランプユニット８側の
側部に配置された第３電源ブロック９Ｃで構成されている。
【００２９】
第１電源ブロック９Ａは、ＡＣインレット５０を備えており、このＡＣインレット５０を
通して得られる外部電源からの電力を第２電源ブロック９Ｂおよび第３電源ブロック９Ｃ
に分配供給している。
【００３０】
第２電源ブロック９Ｂは、第１電源ブロック９Ａから得られる電力を変圧して主に前記制
御系を構成するメインボード１２に供給している。この第２電源ブロック９Ｂの排気口１
６０側には、当該第２電源ブロック９Ｂからの電力で駆動される補助排気ファン１５が取
り付けられている。
【００３１】
第３電源ブロック９Ｃは、第１電源ブロック９Ａから得られる電力を変圧して光源ランプ
ユニット８内の光源装置１８３（図８参照）に供給している。第３電源ブロック９Ｃは、
最も消費電力の大きい光源装置１８３に電力を供給する必要から、第１、第２電源ブロッ
ク９Ａ，９Ｂよりも大きく、装置１の前後にわたる大きさに設けられている。
【００３２】
このような第１～第３電源ブロック９Ａ～９Ｃは、投写レンズ６を含む光学ユニット１０
に先がけてロアーケース４にネジ等によって固定される。なお、第１電源ブロック９Ａは
、第２電源ブロック９Ｂにのみ電力を供給し、第３電源ブロック９Ｃはその第２電源ブロ
ック９Ｂから電力が分配されるようにしてもよい。
【００３３】
光源ランプユニット８は、投写型表示装置１の光源部分を構成するものであり、図８に示
されるように、光源ランプ１８１および凹面鏡１８２からなる光源装置１８３と、この光
源装置１８３を保持するハウジング８００（図１１参照）とを有している。このような構
成の光源ランプユニット８は、後述のライトガイドと一体の収容部９００１で覆われてお
り、上述した底面のねじ２７を外して装置１から取り外せるように構成されている。また
、図３に示されるように、収容部９００１の前方には、排気口１６０に対応した位置に補
助排気ファン１５よりも大きい主排気ファン１６が配置されている。そして、この主排気
ファン１６も第２電源ブロック９Ｂからの電力で駆動される。
【００３４】
光学ユニット１０は、光源ランプユニット８から出射された光束を、光学的に処理して画
像情報に対応した光学像を形成するユニットであり、図４に示されるように、一面が開口
した一体の箱状体からなるライトガイド９００に搭載されている。ライトガイド９００は
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光学系を構成する各光学部品を所定の位置に取り付けるための筐体であって、樹脂又は金
属（Ｍｇ，Ａｌあるいはそれらの合金等）からなり、図８に示すような照明光学系９２３
、色光分離光学系９２４、リレー光学系９２７、電気光学装置９２５である液晶パネル９
２５Ｒ，９２５Ｇ，９２５Ｂが固定されたクロスダイクロイックプリズム９１０等が内部
に収納されている。また、ライトガイド９００は、クロスダイクロイックプリズム９１０
の光出射側に鉛直なヘッド板９００２を備え、そこに投写レンズ６が固定されている。
【００３５】
上記の各光学系を構成する光学部品が取り付けられたライトガイド９００は、その開口面
を下にしてロアーケース４にねじ固定されて、投写レンズ６を除く光学系が、ライトガイ
ド９００とロアーケース４とからなる枠体内に収納された状態となる（図５参照）。なお
、少なくとも色光分離光学系９２４およびリレー光学系９２７は外光を遮断するためにこ
のような枠体内に収納するのが好ましい。
【００３６】
ライトガイド９００のクロスダイクロイックプリズム９１０取付部周囲には通気口９００
６が設けられており、吸気ファン１７（図５、図７参照）で導入された冷却用空気がその
通気口から液晶パネル９２５Ｒ，９２５Ｇ，９２５Ｂ側に流れ、それらの液晶パネルを冷
却するようにしている。なお、吸気ファン１７の駆動用電力は、メインボード１２からド
ライバーボード１１を介して供給することができる。
【００３７】
ドライバーボード１１は、上述した各液晶パネル９２５Ｒ，９２５Ｇ，９２５Ｂを制御す
るためのものであり、ここでは光学ユニット１０の上方（アッパーケース３側）に配置さ
れている。なお、メインボード１２は、投写型表示装置１全体を制御する制御回路が形成
されたものであり、光学ユニット１０の後方に立設されている。従って、メインボード１
２とドライバーボード１１とは互いにほぼ直角に配置されてコネクタを介して電気的に接
続されている。また、映像信号や音声を制御するＡＶボード１３が、光学ユニット１０と
メインボード１２との間に立設されている。
【００３８】
以上の内部構造において、吸気ファン１７で空気取入口２４０から吸引された冷却空気は
、液晶パネル９２５Ｒ，９２５Ｇ，９２５Ｂをを冷却した後、各排気ファン１５，１６の
回転によって各ボード１１，１２，１３を冷却しながら光源ランプユニット８側に導かれ
る。そして、冷却空気は、ロアーケース４の底面に設けられた吸入孔４Ａ（図２参照）か
らの新たな冷却空気と共に、主に光源ランプユニット８に流れ込んで内部の光源装置１８
３を冷却する。また、冷却空気の一部は第２電源ブロック９Ｂ側を流れ、他の一部は第３
電源ブロック９Ｃ側を流れ、それぞれを冷却する。この後、冷却空気は各排気ファン１５
，１６によって排気口１６０から装置１の前面側に排気される。
【００３９】
（３）光学系の構造
次に、図４～図８を参照しながら光学系の光学ユニット１０について詳細に説明する。
【００４０】
光学ユニット１０は、ライトガイド９００に取り付けられた照明光学系９２３、色光分離
光学系９２４、リレー光学系９２７、色光合成光学系としてのクロスダイクロイックプリ
ズム９１０、クロスダイクロイックプリズム９１０の周囲に配置された電気光学装置９２
５、およびライトガイド９００のヘッド板９００２に配置された投写レンズ６で構成され
ている。
【００４１】
照明光学系９２３は、電気光学装置９２５である３枚の液晶パネル９２５Ｒ，９２５Ｇ，
９２５Ｂの画像形成領域をほぼ均一に照明するためのインテグレータ照明光学系であり、
光源装置１８３と、第１のレンズアレイ９２１と、第２のレンズアレイ９２２と、反射ミ
ラー９３１と、重畳レンズ９３２とを備えている。これらのレンズアレイ９２１，９２２
、重畳レンズ９３２、および反射ミラー９３１は、ライトガイド９００の立上部分に支持
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された状態で配置されているとともに、脱落防止部材としての弾性クリップ７によって固
定され、ライトガイド９００を反転させても、それらの光学部品が脱落しないようになっ
ている。
【００４２】
照明光学系９２３を構成する光源装置１８３は、放射状の光線を出射する放射光源として
の光源ランプ１８１と、光源ランプ１８１から出射された放射光をほぼ平行な光線束とし
て出射する凹面鏡１８２とを有する。光源ランプ１８１としては、ハロゲンランプやメタ
ルハライドランプ、又は高圧水銀ランプが用いられることが多い。凹面鏡１８２としては
、放物面鏡や楕円面鏡を用いることが好ましい。
【００４３】
第１のレンズアレイ９２１は、略矩形状の輪郭を有する小レンズ９２１１がＭ行Ｎ列のマ
トリクス状に配列された構成を有している。各小レンズ９２１１は、光源から入射された
平行な光束を複数の（すなわちＭ×Ｎ個の）部分光束に分割し、各部分光束を第２のレン
ズアレイ９２２の近傍で結像させる。各小レンズ９２１１の輪郭の形状は、液晶パネル９
２５Ｒ，９２５Ｇ，９２５Ｂの画像形成領域の形状とほぼ相似形をなすように設定されて
いる。例えば、液晶パネルの画像形成領域のアスペクト比（横と縦の寸法の比率）が４：
３であるならば、各小レンズのアスぺクト比も４：３に設定する。
【００４４】
第２のレンズアレイ９２２も、第１のレンズアレイ９２１の小レンズ９２１１に対応する
ように、小レンズ９２２１がＭ行Ｎ列のマトリクス状に配列された構成を有している。第
２のレンズアレイ９２２は、第１のレンズアレイ９２１から出射された各部分光束の中心
軸（主光線）が重畳レンズ９３２の入射面に垂直に入射するように揃える機能を有してい
る。ここで、重畳レンズ９３２は、複数の部分光束を３枚の液晶パネル９２５Ｒ，９２５
Ｇ，９２５Ｂ上で重畳させる機能を有している。また、第２のレンズアレイ９２２は、反
射ミラー９３１を挟んで第１のレンズアレイ９２１に対して９０度傾いて配置されている
。
【００４５】
反射ミラー９３１は、第１のレンズアレイ９２１から出射された光束を第２のレンズアレ
イ９２２に導くためのミラーであり、光学系の構成によっては、必ずしも必要としない。
例えば、第１のレンズアレイ９２１および光源が第２のレンズアレイ９２２に平行に設け
られていればそれは不要である。
【００４６】
色光分離光学系９２４は、光学部品としての２枚のダイクロイックミラー９４１，９４２
と反射ミラー９４３とを備え、照明光学系９２３の重畳レンズ９３２から出射される光を
、赤、緑、青の３色の色光に分離する機能を有している。各ミラー９４１，９４２，９４
３は、前述と同様に上ライトガイド９００の立上部分に支持され、弾性クリップ７によっ
てライトガイド９００に固定されている。
【００４７】
リレー光学系９２７は、入射側レンズ９５４、リレーレンズ９７３、および反射ミラー９
７１，９７２を備えており、これらの反射ミラー９７１，９７２も弾性クリップ７によっ
てライトガイド９００に固定されている。
【００４８】
液晶パネル９２５Ｒ，９２５Ｇ，９２５Ｂは、例えば、ポリシリコンＴＦＴをスイッチン
グ素子として用いたもので、クロスダイクロイックプリズム９１０の３側面と対向配置さ
れ、クロスダイクロイックプリズム９１０の対向する面に固定部材を介して接着固定され
ている。なお、各液晶パネル９２５Ｒ，９２５Ｇ，９２５Ｂの互いの位置関係は、液晶パ
ネル９２５Ｂと液晶パネル９２５Ｒとがクロスダイクロイックプリズム９１０を挟んで対
向した位置に設けられ、液晶パネル９２５Ｇがクロスダイクロイックプリズム９１０を挟
んで投写レンズ６と対向した位置に設けられている。また、各液晶パネル９２５Ｒ，９２
５Ｇ，９２５Ｂの光入出射面側には、入射側偏光板９６０Ｒ，９６０Ｇ，９６０Ｂが、そ
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して光出射面側には出射側偏光板９６１Ｒ，９６１Ｇ，９６１Ｂがそれぞれ配置されてい
る。
【００４９】
クロスダイクロイックプリズム９１０は、３色の色光を合成してカラー画像を形成する機
能を有するもので、赤光を反射する誘電体多層膜と、青光を反射する誘電体多層膜とが、
４つの直角プリズムの界面に沿って略Ｘ字状に形成され、これらの誘電体多層膜によって
３つの色光が合成される。
【００５０】
投写レンズ６は、投写型表示装置１の中でも最も重量の大きい光学部品であり、フランジ
を介してライトガイド９００のヘッド板９００２にネジ固定されている。
【００５１】
以上のように構成された光学ユニット１０は、以下のようにして組み立てられる。
【００５２】
先ず、箱状のライトガイド９００をその開口側が上向き、即ちライトガイド９００の天面
が下になるようにして置き、このライトガイド９００の内側の光源ユニット収容部９００
１に光源ランプユニット８を挿入し、更に照明光学系９２３、色光分離光学系９２４、お
よびリレー光学系９２７等を構成する各光学部品（反射ミラー、各種のレンズ等）を内部
に配置し、それらの光学部品を弾性クリップ７等でライトガイド９００に固定する。更に
、ライトガイド９００の天面内側９００４に、液晶パネル９２５Ｒ，９２５Ｇ，９２５Ｂ
が固定されたクロスダイクロイックプリズム９１０を固定する（図６参照）。この場合、
ライトガイド９００が不飽和ポリエステル等の樹脂製の場合には、クロスダイクロイック
プリズム９１０を接着剤等でそれに直接固定することが可能であり、また、ライトガイド
９００がマグネシウム等の金属製の場合には、まず樹脂製のプリズム固定板９１０１にク
ロスダイクロイックプリズム９１０を接着固定しておき、そのプリズム固定板９１０１と
ライトガイド９００とをねじ等で固定することができる。最後に、ライトガイド９００の
ヘッド板９００２に投写レンズ６をねじ固定する。
【００５３】
以上のようにして光学部品が取り付けられたライトガイド９００を反転させて、各光学系
を構成する光学部品がライトガイド９００とロアーケース４との間に収納されるように、
ライトガイド９００に設けられた突出片９００５とロアーケース４に形成されたボス部４
００５のネジ穴とを利用して、ライトガイド９００とロアーケース４とをネジ７００で固
定する（図５参照）。この場合、ライトガイド９００とロアーケース４との間に、断熱シ
－ト等を挿入すると、光学系から発生する熱をロアーケース４に伝わりずらくすることが
できる。
【００５４】
なお、ライトガイド９００とロアーケース４、あるいはライトガイド９００と投写レンズ
６との固定は、上記のねじ方式の他、接着又は嵌合等任意の適宜な固定方法で行ってよい
。
また、ロアーケース４にも、これらの光学系を構成する各光学部品の対応位置にそれらを
支持する突起等を形成しておくと、組み立てが容易になり、しかも光学部品が安定して保
持されるので光軸のずれも起こりにくくなる。更にその際、各ミラーや各レンズ（投写レ
ンズ６を除く）の端辺とロアーケース４のそれら支持部との間に弾性クッション材２１を
挿入して、また、クロスダイクロイックプリズム９１０とロアーケース４との間にプリズ
ム押さえ２２を挿入して、これらの光学部品の浮きを確実に防止させるようにすることも
できる。
【００５５】
（４）光学系の機能
図８に示す光学ユニット１０において、光源装置１８３から出射された略平行な光束は、
インテグレータ光学系（照明光学系９２３）を構成する第１と第２のレンズアレイ９２１
，９２２によって、複数の部分光束に分割される。第１のレンズアレイ９２１の各小レン
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ズ９２１１から出射された部分光束は、重畳レンズ９３２によって、液晶パネル９２５Ｒ
，９２５Ｇ，９２５Ｂの画像形成領域上で槻ね重畳される。その結果、各液晶パネル９２
５Ｒ，９２５Ｇ，９２５Ｂは、面内分布がほぼ均一な照明光によって照明される。
【００５６】
この際、色光分離光学系９２４の第１のダイクロイックミラー９４１では、照明光学系９
２３から出射された光束の赤色光成分が反射するとともに、青色光成分と緑色光成分とが
透過する。第１のダイクロイックミラー９４１によって反射した赤色光は、反射ミラー９
４３で反射し、フィールドレンズ９５１を通って赤色用の液晶パネル９２５Ｒに達する。
このフィールドレンズ９５１は、第２のレンズアレイ９２２から出射された各部分光束を
その中心軸（主光線）に対して平行な光束に変換する。他の液晶パネル９２５Ｇ，９２５
Ｂの前に設けられたフィールドレンズ９５２，９５３も同様である。
【００５７】
第１のダイクロイックミラー９４１を透過した青色光と緑色光のうちで、緑色光は第２の
ダイクロイックミラー９４２によって反射し、フィールドレンズ９５２を通って緑色用の
液晶パネル９２５Ｇに達する。一方、青色光は第２のダイクロイックミラー９４２を透過
してリレー光学系９２７を通り、更にフィールドレンズ９５３を通って青色光用の液晶パ
ネル９２５Ｂに達する。なお、青色光にリレー光学系９２７が用いられているのは、青色
光の光路の長さが他の色光の光路の長さよりも長いため、光の拡散等による光の利用効率
の低下を防止するためである。すなわち、入射側レンズ９５４に入射した部分光束をその
まま、フィールドレンズ９５３に伝えるためである。
【００５８】
赤、緑、青の各色光は、液晶パネル９２５Ｒ，９２５Ｇ，９２５Ｂに入射するにあたり、
入射側偏光板９６０Ｒ，９６０Ｇ，９６０Ｂで特定の偏光光のみとされる。この後、各偏
光光は、各液晶パネル９２５Ｒ，９２５Ｇ，９２５Ｂにおいて与えられた画像情報に従っ
て変調され、変調光として出射側備光板９６１Ｒ，９６１Ｇ，９６１Ｂに出射される。そ
して、出射側偏光板９６１Ｒ，９６１Ｇ，９６１Ｂにおいては、変調光のうちの特定の偏
光光のみが透過し、クロスダイクロイックプリズム９１０に出射される。出射された各色
光の備光光は、クロスダイクロイックプリズム９１０で合成されて合成光となり、投写レ
ンズ６の方向に出射される。この合成光は、投写レンズ６により投写スクリーン等の投写
面上にカラー画像として投写される。
【００５９】
（５）制御ボードおよび吸気ファンの配置構造
図９は各制御ボード（ドライバーボード１１、メインボード１２およびＡＶボード）の配
置構造を示す装置背面方向からの斜視図である。既に説明したように、装置１内の後部に
垂直に立てられたメインボード１２およびＡＶボード１３に対して、ドライバーボード１
１が直角をなして水平方向に配置されている。これらの制御ボード１１，１２，１３は、
ライトガイド９００の天面外側９００３にドライバーボード１１を対応させて位置させる
。そして、ドライバーボード１１に近い液晶パネル９２５Ｒ，９２５Ｇ，９２５Ｂの端辺
からその接続ケーブル９２５ＲＣ，９２５ＧＣ，９２５ＢＣが引き出され、ドライバーボ
ード１１とより短い距離で接続されている（図６参照）。また、クロスダイクロイックプ
リズム９１０と対向するドライバーボード１１の対応箇所を切り欠いて切り欠き部１１Ａ
を形成して、この切り欠き部１１Ａに吸気ファン１７を収容することによって、効率よく
吸気ファン１７を収納することを可能にしている。
【００６０】
図１０は本発明の別の態様に係る光学系のクロスダイクロイックプリズム付近を示す部分
斜視図である。ここで使用するライトガイド９０１は、先に説明したライトガイド９００
の天面外側９００３の投写レンズ配置側に凹部を形成し、その凹部に電気光学装置９２５
およびクロスダイクロイックプリズム９１０を配置するようにしたものである。従って、
このライトガイド９０１を用い場合には、照明光学系９２３、色光分離光学系９２４およ
びリレー光学系９２７がライトガイド９０１とロアーケース４とで構成される枠体内に収

10

20

30

40

50

(9) JP 3888045 B2 2007.2.28



納され、電気光学装置９２５およびクロスダイクロイックプリズム９１０はそれらの枠体
の外側に位置することになる。液晶パネル９２５Ｒ，９２５Ｇ，９２５Ｂが固定されたク
ロスダイクロイックプリズム９１０は、ライトガイド９０１の凹部９０１Ａでヘッド板９
０１２の内側部に固定される。また、これら液晶パネルからの接続ケーブル９２５ＲＣ、
９２５ＧＣ，９２５ＢＣが、クロスダイクロイックプリズム９１０のライトガイド９０１
との固定側と反対の端辺から延ばされて、ライトガイド９０１の天面外側９０１３に平面
配置されるドライバーボード１１と接続できるようになっている。なお、ライトガイド９
０１の凹部９０１Ａのクロスダイクロイックプリズム９１０取付部周辺に、これらの液晶
パネルを冷却する空気を通す通気口を形成しておくと、その冷却効果を向上させることが
できる。その他の構成は、ライトガイド９００を使用した場合と同様であってよい。
【００６１】
これまでに説明した実施形態では、ドライバーボード１１をライトガイド９００又は９０
１の天面外側に配置したので、ライトガイド９００又は９０１が、光源ユニット８からの
ノイズや光学系からの放射熱の影響を抑制する効果がある。従って、もしそれらの影響が
少ない場合や、別途それらの対策を施している場合には、ライトガイド９００又は９０１
とロアーケース４との間にドライバーボード１１を配置することも可能である。
【００６２】
（６）光源ランプユニットの構成と配置構造
図１１は本実施形態に用いる光源ランプユニットを示す斜視図である。光源ランプユニッ
ト８は、光源ランプと凹面鏡からなる光源装置１８３（図８参照）を保持する基台８０１
付きハウジング８００に保持されてなる。この光源ランプユニット８は、前述したように
、装置１の底面側から外装ケース２内のランプガイド９００，９０１内に出し入れできる
ようになっている。ランプガイド９００，９０１内に挿入された光源ランプユニット８は
、基台８０１に設けられたネジ穴８０２を利用してロアーケース４にネジ固定される。そ
の際、基台８０１の底面がロアーケース４の外面に露出しそれが蓋として機能している。
なお、光源ランプユニット８を保持するハウジング８００は、光源装置１８３に対して絶
縁性を高めるために樹脂製とするのが好ましい。
【００６３】
図１２はライトガイド９００，９０１と光源ランプユニット８との配置関係を示す概念図
である。樹脂製のハウジング８００に保持された光源装置１８３を備えた光源ランプユニ
ット８を、ロアーケース４の底部からライトガイド９００，９０１の内側に挿入して、そ
の光源ランプユニット８をねじ２７によりロアーケース４に固定することは上述した通り
である。加えて、本実施形態では、ライトガイド９００，９０１の光源ランプユニット８
周辺（少なくとも光源ランプユニット８と対向する領域を含める）を絶縁体９０２で被膜
して、光源ランプユニット８とライトガイド９００，９０１との間にスパーク等のノイズ
が発生するのを防止している。
【００６４】
なお、本発明は、上記実施形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成できる他
の構成等を含み、以下に示すような変形等も本発明に含まれる。
【００６５】
例えば、上記実施形態では、電気光学装置９２５は、３枚の液晶パネル９２５Ｒ，９２５
Ｇ，９２５Ｂから構成されていたが、これに限らず、１枚、２枚の液晶パネルから構成さ
れる光変調装置に本発明を採用してもよい。
【００６６】
また、電気光学装置９２５を構成するパネルは液晶素子から構成されていたが、液晶以外
のプラズマ素子、マイクロミラーを用いたデバイスパネルから構成される光変調装置を備
えた投写型表示装置に本発明を採用してもよい。
【００６７】
更に、電気光学装置９２５は、光束Ｒ，Ｇ，Ｂを透過して変調する形式のものであったが
、これに限らず、入射した光を反射しつつ変調して出射する反射型の光変調装置を備えた
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投写型表示装置に本発明を採用してもよい。
【００６８】
【発明の効果】
以上のように構成された本発明によれば、投写型表示装置の一層の小型化、軽量化が実現
でき、その場合でもＥＭＩによる影響を抑制することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態に係る投写型表示装置の上面側からの外観斜視図である。
【図２】図１の装置の下面側からの外観斜視図である。
【図３】図１の装置の上部内部構造を示す斜視図である。
【図４】図１の装置の光学系の構成および構造を示す斜視図である。
【図５】図４の光学系を反転してロアーケースと固定した状態を示す斜視図である。
【図６】図４の光学系における電気光学装置、クロスダイクロイックプリズム、吸気ファ
ンおよびドライバーボードの配置関係を示す概念図である。
【図７】図１のＩ－Ｉ断面図である。
【図８】前記光学系の機能を説明するための模式図である。
【図９】各種制御ボードの配置構造を示す背面方向からの斜視図である。
【図１０】本発明の別の態様に係る光学系のクロスダイクロイックプリズム付近を示す部
分斜視図である。
【図１１】光源ランプユニットを示す斜視図である。
【図１２】ライトガイドと光源ランプユニットとの配置関係を示す概念図である。
【符号の説明】
１…投写型表示装置
２…外装ケース
３…アッパーケース
４…ロアーケース
６…投写レンズ
８…光源ランプユニット
１０…光学ユニット
１１…ドライバーボード
１７…吸気ファン
９００…ライトガイド
９０１…ライトガイド
９２３…照明光学系
９２４…色光分離光学系
９２７…リレー光学系
９１０…クロスダイクロイックプリズム
９２５Ｒ，９２５Ｇ，９２５Ｂ…電気光学装置（液晶パネル）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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